
日
蓮
聖
人
の
教
学
・
信
仰
の
根
幹
は
法
華
経
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
日
蓮
教
団
に
お
け
る
一
つ
の
特
徴
と
も
い
え

る
の
が
、
そ
の
信
仰
の
伝
達
を
「
口
伝
」
だ
け
で
な
く
聖
人
の
お
書
き
に
な
っ
た
「
日
蓮
聖
人
遺
文
」
（
以
下
、
遺
文
と
略
記
す
）
に
よ
っ

て
弟
子
・
檀
越
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
宗
の
、
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
の
祖
師
た
ち
」
と
呼
ば
れ
る
鎌
倉
新
仏

教
他
宗
派
の
祖
師
た
ち
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
日
蓮
聖
人
が
檀
越
に
宛
て
て
多
く
の
お
手
紙
を
お
書
き
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
中
に
お
い
て
必
ず
信
仰
の
勧
奨
（
法
華
経
受
持
の
勧
奨
）
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

遺
文
の
種
類
は
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
五
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
①
『
立
正
安
国
論
』
・
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心

本
尊
抄
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
著
作
」
、
②
「
富
木
殿
御
返
事
」
・
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
な
ど
弟
子
檀
越
に
宛
て
た
「
消
息
（
手
紙
）
」
、

③
「
一
代
五
時
図
」
・
「
戒
之
事
」
な
ど
教
理
・
教
学
を
図
式
化
し
て
弟
子
ら
の
教
学
伝
達
の
一
助
と
し
た
で
あ
ろ
う
「
図
録
類
」
、
④
著

作
や
消
息
作
成
の
た
め
、
ま
た
対
論
・
法
論
の
際
に
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
経
・
論
・
疏
の
一
節
を
書
写
し
た
「
要
文
」
、
⑤
金
沢
文
庫
蔵
、

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

一
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
つ
い
て

ｌ
特
に
「
慶
長
本
」
に
関
す
る
考
察
を
中
心
に
Ｉ

木

村

中

一

－61－



円
珍
仮
託
本
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
』
や
中
山
法
華
経
寺
蔵
、
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
な
ど
他
宗
の
宗
義
書
な
ど
を
日
蓮
聖
人
自
身

が
書
写
さ
れ
た
「
書
写
本
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
文
に
よ
っ
て
日
蓮
聖
人
滅
後
、
残
さ
れ
た
檀
越
た
ち
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
ま
た
文

字
か
ら
今
は
亡
き
日
蓮
聖
人
の
姿
を
見
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
弟
子
檀
越
ら
の
お
も
い
の
「
よ
す
が
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
残
さ
れ
た
弟
子
た
ち
は
日
蓮
聖
人
か
ら
の
「
口
伝
」
と
共
に
、
特
に
消
息
類
な
ど
か
ら
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
「
日

蓮
聖
人
の
法
華
経
受
持
の
勧
奨
」
に
表
さ
れ
る
「
日
蓮
聖
人
教
学
」
を
信
仰
の
根
幹
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
文
に
関
す
る
研
究
史
に
お
い
て
、
「
遺
文
編
集
の
書
誌
学
的
考
察
」
と
し
て
七
○
○
年
の
期
間
を
み
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
は
前
期
（
四
○
○
年
）
と
後
期
（
三
○
○
年
）
の
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。

前
期
は
「
蒐
集
・
烙
護
の
時
代
」
と
し
、
信
仰
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
高
弟
た
ち
よ
っ
て
の
「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
蒐
集
・
烙
護
」
と

い
う
動
き
の
形
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
蒐
集
・
烙
護
は
大
き
く
四
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
確
認
す
る

と
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
中
山
に
お
け
る
蒐
集
・
烙
護
で
あ
る
。
言
わ
ず
も
が
な
日
蓮
聖
人
の
四
大
檀
越
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
聖
人

滅
後
に
出
家
し
名
を
常
修
院
日
常
と
改
め
た
富
木
常
忍
は
そ
の
邸
宅
・
持
仏
堂
を
寺
院
へ
と
改
修
し
、
こ
こ
に
お
い
て
聖
教
（
真
蹟
遺
文

等
）
目
録
「
常
修
院
本
尊
聖
教
事
」
と
同
時
に
「
日
常
置
文
」
を
定
め
、
物
惜
し
み
と
言
わ
れ
よ
う
が
寺
外
に
こ
れ
ら
を
出
す
こ
と
を
許

さ
ず
、
ま
た
さ
ら
に
慨
怠
無
く
こ
れ
を
護
持
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
の
遺
文
烙
護
の
意
識
は
後
に
「
常
・
高
・
祐
三
師
」
と
称
せ
ら
れ

る
中
山
第
二
祖
日
高
の
「
日
高
置
文
」
、
第
三
祖
日
祐
の
「
本
尊
聖
教
録
」
・
「
祐
師
置
文
」
と
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
精

神
は
保
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
が
富
木
常
忍
に
宛
て
ら
れ
た
「
富
木
入
道
殿
御
返
事
」
に
記
さ
れ
る
「
貴
辺
に
申
付
し

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

二
、
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
史
に
つ
い
て

－62－



ま
た
富
士
に
お
け
る
遺
文
の
蒐
集
も
挙
げ
ら
れ
る
。
富
士
に
お
け
る
蒐
集
に
つ
い
て
は
目
録
そ
の
も
の
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
伝
・
日

興
「
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
」
に
日
興
が
書
写
し
た
写
本
を
中
心
と
し
て
数
々
の
遺
文
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
こ
の
中
に
は
写
本
の
正
本
が
ど
こ
に
伝
来
し
て
い
る
か
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
北
山
本
門
寺
に
「
信
伝
写
本
」
が
伝
わ
っ

て
お
り
、
こ
れ
よ
り
十
二
遺
文
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
京
都
に
お
い
て
、
諸
本
山
が
真
筆
遺
文
が
烙
護
し
て
お
り
、
各
本
山
間
に
て
種
々
の
「
貸
借
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ

が
現
在
に
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
遺
文
の
「
蒐
集
・
烙
護
」
の
功
に
よ
り
現
在
二
四
○
余
編
（
一
・
二
行
の
も
の
も
含
め
）
の

遺
文
が
現
在
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
蒐
集
・
烙
護
の
時
代
」
に
は
遺
文
の
継
承
と
伝
来
の
流
れ
も
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
中
世
に
お
け
る
写
本
に
よ
る
遺
文

の
伝
承
と
近
世
に
お
け
る
刊
本
に
よ
る
遺
文
の
伝
承
と
に
区
別
で
き
る
。
中
世
に
お
け
る
遺
文
の
写
本
化
は
日
蓮
教
学
の
伝
播
か
ら
の
発

生
で
あ
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
「
遺
文
に
記
さ
れ
る
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
受
持
の
勧
奨
に
表
さ
れ
る
日
蓮
教
学
を
信
仰
の
根
幹
」
と
し
て

教
学
理
解
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
は
理
解
に
難
く
な
い
。

（
１
）

一
切
経
の
要
文
智
論
の
要
文
五
帖
一
処
に
可
被
取
集
候
。
其
外
論
釈
の
要
文
散
在
あ
る
べ
か
ら
ず
候
・
」
の
一
文
か
ら
、
常
忍
が
常
々
心

に
留
め
置
き
、
こ
れ
を
護
法
の
理
念
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
身
延
に
お
け
る
蒐
集
・
烙
護
で
あ
る
。
身
延
に
お
い
て
の
目
録
の
成
立
は
中
山
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
遅
く
、
形

と
な
っ
た
の
は
身
延
十
二
世
円
教
院
日
意
の
「
大
聖
人
御
筆
目
録
」
を
そ
の
初
め
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
蒐
集
・
烙
護
の

動
き
は
こ
の
目
録
制
定
よ
り
も
早
く
、
ま
た
聖
人
晩
年
九
ヶ
年
を
過
ご
さ
れ
た
身
延
と
い
う
土
地
と
い
う
事
か
ら
も
多
く
の
遺
文
の
蒐
集

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

－63－



こ
の
写
本
に
よ
る
遺
文
の
継
承
は
①
個
別
写
本
と
②
集
成
写
本
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
、
①
個
別
写
本
は
先
の
「
富
士
一
跡
門
徒
存
知

事
」
に
記
さ
れ
る
日
興
に
よ
る
「
浄
蓮
房
御
書
」
や
『
開
目
抄
』
、
『
撰
時
抄
』
な
ど
の
よ
う
に
遺
文
一
編
一
編
を
個
別
に
書
写
し
た
も
の

で
あ
り
、
日
興
写
本
が
伝
わ
る
こ
と
よ
り
初
期
日
蓮
教
団
内
に
お
い
て
早
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ

の
個
別
写
本
は
様
々
な
門
流
の
先
師
が
行
っ
て
お
り
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

続
い
て
②
集
成
写
本
と
は
遺
文
各
編
を
集
成
し
伝
来
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
セ
ッ
ト
本
で
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
第
一
次

集
成
本
と
し
て
『
録
内
御
書
』
、
第
二
次
集
成
本
と
し
て
『
録
外
御
書
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
に
も
『
他
受
用
御
書
』
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
遺
文
の
集
成
化
は
「
遺
文
の
蒐
集
・
烙
護
」
の
動
き
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
前
述
の
第
一
次
集
成
本
『
録
内

御
書
』
に
付
さ
れ
て
い
る
伝
・
六
老
僧
加
判
の
「
御
書
目
録
日
記
之
事
」
に
依
れ
ば
、
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
散
逸
防
ぐ
た
め
、
さ

ら
に
日
蓮
聖
人
の
遺
文
偽
造
を
防
ぐ
た
め
日
蓮
聖
人
の
遺
文
を
集
成
し
た
と
い
う
。
今
挙
げ
た
遺
文
の
偽
造
と
は
「
偽
書
の
生
成
」
と
し

て
日
蓮
聖
人
滅
後
に
分
流
し
て
い
っ
た
日
蓮
教
団
各
門
流
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
集
成
写
本
『
録
内
御
書
』
に
は
諸
本
存
在
し
、
現
在
最
古
の
系
統
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
平
賀
本
土
寺
蔵
「
平
賀
本
」
で

（
２
）

あ
る
と
い
う
。
冠
賢
一
著
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
に
よ
る
と
こ
の
「
平
賀
本
」
は
書
写
年
次
こ
そ
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
八

月
と
二
番
目
に
古
い
伝
来
と
さ
れ
る
日
朝
写
本
『
録
内
御
書
』
（
「
日
朝
本
」
）
の
書
写
年
次
（
一
四
八
○
年
）
よ
り
新
し
い
が
「
平
賀
本
」

に
は
底
本
が
あ
り
、
そ
の
成
立
が
一
四
四
三
年
と
古
い
た
め
最
古
の
系
統
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
中
世
に
書
写
さ
れ

た
『
録
内
御
書
』
が
十
三
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
録
外
御
書
』
も
四
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
集
成
本
に
は
今
も
な
お
、
多
く
の
不
明
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
『
録
内
御
書
』
『
録
外
御
書
』
に
つ
い
て
は
そ
の

成
立
年
代
す
ら
確
定
し
て
い
な
い
。
古
来
の
伝
承
に
よ
る
と
『
録
内
御
書
』
は
身
延
山
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
写
本
『
録
内
御
書
』
に
収

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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①
個
別
刊
本
は
遺
文
一
編
一
編
を
個
別
に
刊
本
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
個
別
写
本
と
同
様
に
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
ま
た
②
集
成
刊
本
も

集
成
写
本
と
同
様
に
代
表
的
な
も
の
に
刊
本
『
録
内
御
書
』
・
『
録
外
御
書
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
集
成
刊
本
の
諸
本
を
み
る
と
、

時
は
流
れ
江
戸
時
代
の
出
版
事
業
隆
盛
の
文
化
的
背
景
と
相
俟
っ
て
、
そ
れ
ま
で
中
世
に
て
写
本
で
伝
来
し
た
日
蓮
聖
人
遺
文
が
「
版

本
・
刊
本
化
」
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
刊
本
に
よ
る
遺
文
の
伝
承
に
は
写
本
遺
文
と
同
様
に
①
個
別
刊
本
と
②
集
成
刊
本
が
存
在

録
さ
れ
て
い
る
伝
・
六
老
僧
加
判
の
「
御
書
目
録
日
記
之
事
」
よ
り
日
蓮
聖
人
第
一
周
忌
成
立
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
録
外
御
書
』

は
円
明
院
日
澄
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
、
本
成
房
日
実
『
当
家
宗
旨
名
目
』
な
ど
に
よ
っ
て
第
三
回
忌
成
立
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
こ
れ
ら
の
説
は
古
く
は
中
世
末
期
よ
り
否
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
前
出
の
身
延
十
二
世
日
意
は
『
録
内
御
書
』
の
収
録

遺
文
の
ず
さ
ん
な
不
一
致
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
六
老
僧
日
頂
の
「
良
実
状
」
が
『
録
内
御
書
』
に
編
入
さ
れ
て
お
り
、
六
老
僧
加
判
で
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
弘
経
寺
日
健
も
『
御
書
紗
』
に
て
、
一
如
院
日
重
も
『
見
聞
愚
案
記
』

に
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
ま
た
近
世
有
数
の
学
僧
で
あ
っ
た
勇
猛
院
日
覺
も
『
祖
書
編
輯
考
』
中
に
て
『
録
内
御
書
』
一
周
忌
成

立
説
否
定
に
つ
い
て
十
項
目
挙
げ
指
摘
し
、
ま
た
同
書
に
て
勇
猛
院
日
覺
は
『
録
外
御
書
』
第
三
回
忌
成
立
説
も
十
項
目
挙
げ
否
定
し
て

い
る
。
現
在
こ
の
『
録
内
御
書
』
成
立
年
代
に
つ
い
て
諸
説
あ
り
、
山
川
智
応
氏
は
祖
滅
一
○
○
年
前
後
、
鈴
木
一
成
氏
は
同
一
○
○
年

頃
、
浅
井
要
麟
氏
は
同
一
二
○
～
一
三
○
年
頃
に
て
中
山
系
学
僧
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
ま
た
宮
崎
英

修
氏
は
上
記
三
名
と
は
異
な
り
、
祖
滅
一
四
○
～
一
五
○
年
頃
、
身
延
系
の
学
僧
の
手
に
よ
る
編
集
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り

こ
れ
ら
諸
説
よ
り
『
録
内
御
書
』
は
祖
滅
一
○
○
～
一
五
○
年
頃
に
成
立
、
『
録
外
御
書
』
は
そ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で

す
る
。

あ
る
。
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そ
の
噴
矢
と
し
て
慶
長
期
に
成
立
し
た
身
延
に
お
け
る
御
書
五
大
部
、
百
部
限
定
の
「
慶
長
百
部
摺
本
」
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
後

に
詳
述
す
る
が
身
延
二
十
世
一
如
院
日
重
が
発
願
、
弟
子
で
あ
る
日
乾
・
日
遠
に
校
訂
を
命
じ
、
こ
れ
を
受
け
両
名
が
御
書
五
大
部
を
校

訂
し
日
源
・
日
顎
ら
「
日
蓮
宗
工
匠
僧
」
と
も
言
う
べ
き
僧
侶
に
版
木
を
彫
刻
さ
せ
完
成
し
た
製
版
刊
本
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
京
都
本
国
寺
に
て
完
成
し
た
古
活
字
版
印
刷
に
よ
る
「
元
和
本
国
寺
本
」
（
『
録
内
御
書
』
）
で
あ
る
。
こ

の
「
元
和
本
国
寺
本
」
つ
い
て
、
先
の
冠
氏
は
そ
の
著
書
の
中
に
お
い
て
二
種
の
「
元
和
本
国
寺
本
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ

れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
種
の
集
成
本
に
つ
い
て
は
僧
侶
に
よ
る
刊
行
、
つ
ま
り
「
寺
院
版
」
と
も
い
う
べ
き
刊
行
で
あ

る
こ
と
が
伺
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
近
世
幕
府
の
出
版
統
制
に
よ
っ
て
寺
院
に
お
け
る
刊
行
は
制
限
さ
れ
、
こ
こ
に
日
蓮
宗
関
係

書
籍
の
刊
行
に
出
版
業
者
（
書
建
）
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
版
・
類
版
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ら
に
は
幕
府
に
よ
り

情
報
統
制
の
観
点
か
ら
版
権
を
有
さ
な
い
も
の
（
僧
侶
ら
）
は
書
籍
を
刊
行
・
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
以
後

出
版
さ
れ
た
書
籍
の
大
部
分
は
書
騨
ら
の
名
を
以
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
書
騨
ら
の
介
在
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
日
蓮
聖
人
遺
文
の
流
布
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
点
も
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
中
世
写
本
か
ら
問
題
に
な
っ
た
遺
文

中
文
章
表
記
に
お
け
る
用
字
・
用
語
の
漢
字
化
・
仮
名
化
・
和
文
化
が
行
わ
れ
（
「
読
み
や
す
さ
」
と
い
う
視
点
に
お
い
て
は
利
点
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
が
）
そ
れ
と
同
時
に
脱
字
・
脱
文
・
補
入
・
転
倒
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ
の
誤
記
と
し
て
指
摘
で
き
る
も
の

も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
な
ん
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
て
上
記
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
考
さ
れ
る
部
分
も
存
在
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決

を
主
眼
と
し
て
刊
本
遺
文
の
改
訂
・
改
稿
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
改
訂
・
改
稿
、
さ
ら
に
購
読
は
熱
心
な
日
蓮
宗
有
縁
の
僧
俗
の
信

仰
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
蒐
集
・
烙
護
の
時
代
」
は
「
遺
文
編
集
の
書
誌
学
的
考
察
」
七
○
○
年
に
渡
る
期
間
の
前
期
（
四
○
○
年
）
に
位
置
し
、
そ

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

－66－



の
後
、
後
期
（
三
○
○
年
）
と
し
て
別
種
の
時
代
に
移
る
。
こ
の
後
の
時
代
は
「
遺
文
編
纂
の
時
代
」
と
さ
れ
、
新
た
な
視
点
か
ら
遺
文

を
考
察
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
新
た
な
視
点
と
は
遺
文
の
編
年
体
に
置
き
換
え
、
編
纂
す
る
と
い
う
動
き
で
あ
る
。

こ
の
「
遺
文
の
編
年
化
」
は
近
世
に
中
山
の
住
僧
日
奥
が
『
録
内
御
書
』
の
収
録
遺
文
を
編
年
体
に
集
成
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
そ

れ
以
降
日
蓮
教
団
に
お
い
て
種
々
の
編
年
体
御
書
目
録
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
日
奥
に
よ
る
目
録
の
編
纂
（
『
御
書
新
目
録
』

の
編
纂
）
に
つ
い
て
浅
井
要
麟
氏
や
鈴
木
一
成
氏
な
ど
は
「
遺
文
の
編
年
体
目
録
の
先
駆
」
と
し
て
高
い
評
価
を
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り

遺
文
の
編
年
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
日
蓮
聖
人
遺
文
を
流
布
さ
せ
て
い
た
中
心
的
な
書
籍
で
あ
っ
た
『
録
内
御
書
』
・
『
録
外
御
書
』
な

ど
の
集
成
本
、
特
に
『
録
内
御
書
』
は
重
要
な
遺
文
（
五
大
部
）
を
そ
の
始
め
に
配
置
し
て
い
た
が
、
こ
の
編
年
体
御
書
目
録
の
成
立
に

よ
っ
て
後
の
遺
文
の
編
纂
は
大
き
く
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
編
年
体
御
書
目
録
成
立
に
よ
り
、
以
前
で
は
困
難

で
あ
っ
た
聖
人
の
生
涯
お
よ
び
思
想
信
仰
を
遺
文
を
通
じ
て
追
体
験
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
こ
の
視
点
か
ら
一
妙
院
日
導
・
勇
猛
院

日
賢
ら
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
の
学
僧
の
著
作
、
ま
た
後
世
の
教
理
・
教
学
理
解
に
後
の
章
に
て
述
べ
る
「
新
た
な
新
局
面
」
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
編
年
体
御
書
目
録
」
の
成
立
は
、
遺
文
研
鐙
・
遺
文
集
成
上
の
み
な
ら
ず
教
学
・
教
学
史
上
に
て
も
極

め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
種
々
の
研
究
に
お
い
て
一
時
代
が
画
さ
れ
た
と
表
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
こ
の
遺
文
の
編
年
化
は
右
記
の
利
点
よ
り
、
在
家
日
蓮
聖
人
信
奉
者
で
あ
っ
た
小
川
泰
堂
が
編
纂
す
る
編
年
体
遺
文
全
集
『
高

祖
遺
文
録
』
を
始
め
と
す
る
近
現
代
に
お
け
る
遺
文
全
集
の
刊
行
に
影
響
を
あ
た
え
、
現
行
の
遺
文
全
集
の
ほ
と
ん
ど
は
編
年
体
を
採
用

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
編
纂
の
時
代
」
は
編
年
体
御
書
目
録
の
作
成
、
そ
し
て
編
年
体
遺
文
全
集
成
立
の
時
代
で
あ
る

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
真
蹟
遺
文
の
複
製
、
ま
た
は
研
究
に
つ
い
て
、
神
保
弁
静
氏
に
よ
る
『
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
」
（
大
正
二
～
三
年
刊
）
や

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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片
山
随
喜
居
士
・
山
中
喜
八
氏
に
よ
る
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
（
昭
和
二
七
～
三
二
年
刊
）
の
美
術
印
刷
に
よ
る
遺
文
復
元
、
『
定
本
注

法
華
経
』
の
刊
行
な
ど
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
山
中
氏
は
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
な
ど
の
大
著
を
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現
今
の
中
尾
堯
氏
の
驚
異
的
な
調
査
・
研
究
に
基
づ
く
顕
著
な
業
績
・
著
作
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
そ
れ
は
昨
今

宗
門
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
学
会
に
認
め
ら
れ
文
化
諸
方
面
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
寺
尾
英
智
氏
の
『
日
蓮
聖
人
真

蹟
の
形
態
と
伝
来
』
に
お
い
て
も
同
氏
の
真
蹟
研
究
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の
多
大
な
成
果
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
写
本
・
刊
本
遺
文
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
浅
井
要
麟
氏
の
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
や
鈴
木
一
成
氏
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文

献
学
的
研
究
』
な
ど
が
著
名
で
あ
り
、
こ
の
浅
井
要
麟
氏
は
日
蓮
聖
人
が
自
ら
実
践
さ
れ
た
宗
教
的
体
験
の
記
録
で
あ
る
遺
文
を
研
究
対

象
と
し
、
教
学
・
書
誌
学
・
古
文
書
学
・
文
献
学
的
立
場
か
ら
の
新
た
な
学
問
研
究
の
方
法
を
確
立
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
現
行
い
わ
れ

る
「
祖
書
学
」
で
あ
り
、
こ
の
「
祖
書
学
」
的
立
場
で
冠
賢
一
氏
は
そ
の
著
書
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
な
ど
に
お
い
て
日
蓮
宗

出
版
史
研
究
の
先
駆
を
な
し
、
そ
の
論
考
が
世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
遺
文
の
継
承
は
中
世
に
お
い
て
写
本
に
て
、
ま
た
近
世
に
お
い
て
は
刊
本
に
て
伝
来
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
。
こ
の
近
世
刊
本
に
よ
る
遺
文
の
伝
来
、
特
に
遺
文
五
大
部
と
称
さ
れ
る
『
立
正
安
国
論
』
・
『
開
目
抄
』
・
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観

心
本
尊
抄
』
（
以
下
、
『
観
心
本
尊
抄
』
と
略
記
す
）
・
『
撰
時
抄
』
・
『
報
恩
抄
』
の
遺
文
集
成
本
や
中
世
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
同
じ
く
遺

文
集
成
本
で
あ
る
『
録
内
御
書
』
・
『
録
外
御
書
』
な
ど
の
遺
文
刊
行
の
噴
矢
と
さ
れ
る
の
が
先
述
の
慶
長
年
間
、
身
延
で
刊
行
さ
れ
た
と

さ
れ
る
「
御
書
五
大
部
百
部
刷
本
」
（
全
巻
数
不
明
・
以
下
、
「
慶
長
本
」
と
略
記
す
）
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
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に
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す
る
一
考
察
（
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こ
の
「
慶
長
本
」
の
興
起
は
伝
承
に
よ
る
と
、
一
如
院
日
重
が
先
の
五
大
部
の
校
訂
を
志
し
た
が
達
す
る
こ
と
な
く
、
後
に
弟
子
で
あ

る
寂
照
院
日
乾
（
以
下
、
日
乾
と
略
記
す
）
と
心
性
院
日
遠
（
以
下
、
日
遠
と
略
記
す
）
に
そ
の
校
定
を
命
じ
、
そ
れ
を
受
け
た
両
師
は

各
所
に
蔵
さ
れ
る
五
大
部
の
真
蹟
遺
文
を
校
訂
書
写
し
、
そ
の
板
木
彫
刻
を
日
誉
・
日
源
・
日
顎
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
日
蓮
宗
工
匠
僧
」
に

（
３
）

命
じ
て
百
部
に
限
り
刊
行
し
た
と
伝
わ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
「
慶
長
本
」
の
出
版
年
・
出
版
地
に
つ
い
て
古
来
よ
り
伝
承
に
て
身
延
で

（
４
）

の
開
版
と
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
先
学
ら
の
研
究
に
よ
り
慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
）
出
版
、
出
版
地
未
詳
、
慶
長
七
・
八
年
（
一
六
○

（
５
）

二
・
三
）
頃
、
身
延
山
で
の
出
版
と
現
在
で
は
諸
説
存
在
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
明
確
で
な
い
。
「
慶
長
本
」
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い

の
は
こ
の
集
成
本
が
現
在
に
至
る
ま
で
一
部
た
り
と
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
事
に
起
因
す
る
。
そ
れ
は
「
御
書
五
大
部
百
部
刷
本
」
の
名
が

（
６
）

（
７
）

示
す
と
お
り
、
百
部
と
い
う
極
め
て
少
量
の
刊
行
部
数
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
や
兜
木
正
亨
氏
、
さ
ら
に
冠
賢
一
氏
も

そ
ろ
え
て
「
現
存
し
て
い
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
唯
一
、
宮
崎
英
修
氏
の
み
が
、

一
番
最
初
に
出
版
さ
れ
た
物
と
い
う
と
、
諸
君
も
御
存
じ
の
よ
う
に
百
部
摺
本
で
す
。
（
中
略
）
わ
ず
か
に
百
部
し
か
摺
ら
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
百
部
摺
本
と
い
っ
て
文
禄
四
年
の
頃
に
こ
れ
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在

は
一
冊
も
残
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
亡
く
な
り
ま
し
た
稲
田
海
素
先
生
が
一
冊
だ
け
持
っ
て
、
こ
れ

は
『
安
国
論
』
で
あ
っ
た
か
『
本
尊
抄
』
で
あ
っ
た
か
、
持
っ
て
お
ら
れ
た
と
。
け
れ
ど
も
先
生
の
御
遺
蔵
の
蔵
書
を
先
年
調
査
い

（
８
）

た
し
ま
し
た
時
も
、
と
う
と
う
こ
の
五
大
部
百
部
摺
本
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
稲
田
海
素
氏
が
一
部
だ
け
で
は
あ
る
が
所
有
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
各
氏
が
そ
ろ
っ
て
指
摘
す
る
通
り
「
慶

長
本
」
は
現
在
も
な
お
遺
文
出
版
史
上
、
伝
説
的
遺
文
集
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
先
年
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究

所
が
稲
田
海
素
氏
が
住
職
を
務
め
ら
れ
て
い
た
東
京
品
川
区
圓
真
寺
に
お
い
て
書
籍
整
理
を
行
っ
た
際
、
「
慶
長
本
」
の
一
部
で
あ
る
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『
観
心
本
尊
抄
』
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
発
見
は
先
述
の
宮
崎
英
修
氏
の
指
摘
と
符
合
す
る
。
こ
の
新
発
見
に
よ
り
論
者
は

過
日
、
真
蹟
『
観
心
本
尊
抄
』
と
「
慶
長
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
、
さ
ら
に
は
後
に
詳
説
す
る
「
慶
長
本
」
系
遺
文
集
成
本
で
あ
る
深
見
要

言
版
『
御
書
五
大
部
』
所
収
『
観
心
本
尊
抄
』
の
比
較
対
照
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
後
に
記
す
が
九
十
六
点
の
相
違
箇
所
を
発
見
す
る

『
開
目
抄
』
上
の
奥
書
に
は
、

於
身
延
久
遠
寺
以
御
正
本
校
合
了
用
可
為
證
本

（
岨
）

日
乾

と
あ
り
、
ま
た
『
開
目
抄
』
下
の
奥
書
に
も
、

於
身
延
山
以
御
正
本
一
校
了
後
来
用
此
可
為
證
本

（
Ⅲ
）

慶
長
九
年
甲
辰
六
月
廿
八
日
日
乾

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
よ
り
先
の
「
慶
長
本
」
に
あ
る
奥
書
は
「
慶
長
本
」
の
底
本
と
な
っ
た
日
乾
に
よ
る
写
本
「
観
心
本
尊

抄
」
に
付
さ
れ
た
奥
書
を
記
し
た
も
の
、
つ
ま
り
日
乾
の
奥
書
を
記
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
よ
り
「
慶
長
本
」
の
編

纂
が
伝
承
に
あ
る
．
如
院
日
重
が
先
の
五
大
部
の
校
訂
を
志
し
た
が
達
す
る
こ
と
な
く
、
後
に
弟
子
で
あ
る
寂
照
院
日
乾
と
心
性
院
日

さ
て
、
こ
の
「
慶
長
本
」
の
奥
書
に
は

以
正
中
山
御
正
筆
第
一
稿
之
本
謹
写
之

寂
照
院
日
乾

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
日
乾
は
他
の
五
大
部
も
書
写
し
て
お
り
、
そ
の
写
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

に
至
っ
た
。
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「
慶
長
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
後
世
の
手
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
墨
書
の
題
菱
（
「
慶
長
十
一
年
四
月
百
部
摺
／
観
心
本
尊

（
岨
）

紗
完
／
身
延
山
廿
一
代
寂
照
乾
師
」
と
有
り
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
先
述
の
先
学
ら
の
出
版
推
定
年
次
と
は
異
な
る
、
「
慶Ｉ

長
十
一
年
四
月
」
刊
行
と
い
う
新
た
な
説
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
表
紙
裏
に
は
過
去
の
所
有
者
の
筆
で
あ
ろ
う
「
要
言
板
ノ
本

Ｉ尊抄
ノ
奥
云
慶
長
十
一
年
丙
午
四
月
廿
八
日
乾
遠
師
命
工
彫
之
」
と
の
一
文
が
確
認
で
き
、
こ
の
二
つ
の
書
入
は
同
一
人
物
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
慶
長
本
」
が
流
布
し
て
い
た
時
代
に
は
「
慶
長
本
」
が
慶
長
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
表
紙
裏
の
書
入
に
つ
い
て
は
、
波
線
部
の
一
語
よ
り
深
見
要
言
編
『
御
書
五
大
部
』
刊
行
年

（
咽
）

次
で
あ
る
文
化
五
年
以
降
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
「
慶
長
本
」
は
文
化
年
間
に
は
所
々
に
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

先
述
の
通
り
「
慶
長
本
」
の
全
容
は
現
在
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
「
慶
長
本
」
を
底
本
と
し
て
写
本
・
刊
本
化
さ
れ
た
「
慶

長
本
」
系
遺
文
集
と
も
い
え
る
も
の
が
現
代
に
数
種
伝
わ
る
。
そ
の
数
種
と
は
愛
知
県
黒
田
法
蓮
寺
所
蔵
の
久
成
院
日
相
写
本
「
御
書
五

（
Ｍ
）

大
部
」
（
以
下
、
「
日
相
本
」
と
略
記
す
）
と
深
見
要
言
が
刊
行
し
た
『
御
書
五
大
部
』
（
以
下
、
「
要
言
本
」
と
略
記
す
）
で
あ
る
。

「
日
相
本
」
は
久
成
院
日
相
（
以
下
、
日
相
と
略
記
す
）
が
『
御
書
和
語
式
』
述
作
の
為
、
「
慶
長
本
」
を
弟
子
と
共
に
書
写
し
た
遺

文
集
で
あ
る
。
「
日
相
本
」
は
現
在
『
立
正
安
国
論
』
・
『
開
目
抄
』
・
『
報
恩
抄
』
・
『
撰
時
抄
』
の
四
遺
文
の
み
現
存
し
て
お
り
、
『
観
心
本

遠
に
そ
の
校
定
を
遺
命
。
そ
れ
を
受
け
た
両
師
は
各
所
に
蔵
さ
れ
る
五
大
部
の
真
蹟
遺
文
を
校
訂
書
写
」
が
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
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尊
抄
』
は
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
記
す
「
要
言
本
」
に
は
「
日
相
本
」
に
付
さ
れ
て
い
た
「
尾
州
黒
田
村
法
蓮
寺
御
書
見
合
の
本
」

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
「
日
相
本
」
の
書
写
経
緯
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

尾
州
黒
田
村
法
蓮
寺
御
書
見
合
の
本

乾
遠
両
師
尊
前
御
開
板
の
五
大
部
尾
州
黒
田
村
和
語
式
の
撰
者
日
相
聖
人
御
直
筆
の
写
本
法
蓮
寺
の
什
物
に
有
之
尾
州
名
古

屋
神
戸
順
正
居
士
厚
き
世
話
を
以
能
聴
院
妙
是
不
肖
要
言
と
黒
田
村
に
お
ゐ
て
写
之
右
の
本
を
以
御
書
を
校
合
す
右
五
大
部
の

賊
書
毎
本
に
出
之

此
観
心
本
尊
抄
ノ
御
真
筆
者
中
山
二
有
之
此
已
前
乾
師
御
校
合
ア
リ
右
此
本
者
以
一
乾
師
校
合
之
印
本
↓
到
ユ
点
画
字
形
一
一
迄
無
二

相
違
一
写
し
之
者
也
然
則
御
真
筆
第
三
転
ノ
本
ナ
ル
コ
ト
無
い
疑
芙
後
覧
之
方
々
努
々
莫
レ
容
二
易
ニ
ス
ル
コ
ト
之
↓
云
々
延
山
廿
九
世
筵

師
御
物
語
云
此
已
前
乾
遠
両
師
御
相
談
ア
テ
御
書
五
大
部
之
分
以
御
直
書
一
字
一
点
モ
タ
カ
ヘ
ス
校
合
遊
サ
レ
則
印
板
二
被
二

仰
付
一
百
部
程
開
板
シ
給
テ
頓
而
板
行
御
停
止
有
し
之
彼
印
板
子
今
身
延
御
位
牌
堂
ノ
後
戸
二
有
之
其
比
関
東
居
住
ノ
学
者
又
ハ
身
延

旧
住
ノ
僧
侶
中
黄
彼
印
本
所
持
之
人
有
し
之
当
世
者
持
ダ
ル
人
稀
也
筵
師
玉
沢
身
延
両
所
御
在
住
之
時
彼
印
本
ヲ
御
直
書
卜
引
合
御

覧
ア
ル
’
二
字
一
点
モ
御
真
筆
卜
相
違
ナ
シ
依
レ
之
彼
印
本
弥
御
信
仰
二
思
召
卜
云
々
〈
已
上
御
物
語
也
〉

予
延
宝
年
中
和
語
式
述
作
之
刻
以
豆
筵
師
ノ
御
口
入
一
彼
ノ
乾
遠
両
師
校
合
之
印
本
ヲ
依
二
洛
陽
妙
覚
寺
日
允
師
ノ
許
一
借
二
求
メ
之
宅

安
国
論
卜
観
心
本
尊
抄
ト
ハ
以
一
愚
筆
一
点
画
字
形
等
マ
デ
無
二
相
違
一
写
し
之
開
目
撰
時
報
恩
ノ
三
抄
ヲ
ハ
便
婁
門
弟
宅
無
。
毫
厘
ノ
差
異
一

写
歩
之
ヲ
畢
欲
下
且
解
二
自
己
ノ
迷
↓
且
ハ
備
轆
ン
卜
後
代
亀
鏡
陸
突
後
拝
之
人
努
々
不
し
可
レ
有
誹
疑
滞
一
者
也

干
時
延
宝
第
七
〈
太
歳
己
未
〉
南
呂
日
相
在
判
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す
る
一
考
察
（
木
村
）

－72－



こ
れ
に
よ
る
と
日
相
は
自
ら
書
写
し
た
百
部
刷
本
（
慶
長
本
）
は
真
筆
・
乾
師
の
印
本
に
次
ぐ
第
三
転
本
で
あ
り
『
御
書
和
語
式
』
述

作
の
為
、
隆
源
院
日
筵
の
口
入
れ
を
も
っ
て
京
都
妙
覚
寺
日
允
の
許
し
を
得
、
そ
れ
を
借
り
求
め
弟
子
ら
と
共
に
五
大
部
を
書
写
し
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
よ
り
「
日
相
本
」
が
「
慶
長
本
」
系
遺
文
集
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
要
言
本
」
の
出
版
は
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
「
御
書
開
板
の
興
起
」
よ
り
、
『
祖
書
目
次
』
等
の
編
者
と
し
て

名
高
い
水
戸
の
学
僧
、
建
立
院
日
諦
が
日
蓮
聖
人
の
第
五
百
遠
忌
の
慶
讃
事
業
と
し
て
、
御
書
の
開
板
を
志
し
、
深
見
要
言
に
諸
本
山
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
真
筆
と
の
校
合
を
命
じ
ら
れ
た
事
に
起
因
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

御
書
開
板
の
興
起

水
戸
日
諦
聖
人

水
戸
日
諦
聖
人
〈
高
祖
年
譜
撰
者
〉
御
書
開
板
の
思
召
有
之
高
祖
五
百
遠
忌
の
と
し
不
肖
要
言
江
仰
に
云
諸
本
山
に
有
之
御
書
御

真
筆
と
可
引
合
の
旨
仰
事
有
之
然
る
に
程
な
く
聖
人
御
遷
化
な
り
〈
二
十
五
年
以
前
よ
り
当
年
迄
諸
本
山
の
御
書
校
合
す
〉
中
山

御
書
校
合
の
本
並
年
譜
目
録
の
中
に
在
所
不
知
の
御
書
予
不
思
議
に
四
聖
人
御
校
合
の
三
巻
を
洛
陽
に
て
感
得
之
其
賊
書
に
云
安

永
九
〈
庚
子
〉
歳
従
二
月
廿
三
日
同
廿
七
日
迄
於
正
中
山
経
蔵
の
内
御
書
拝
見
不
残
校
合
畢

中
山
七
十
九
世
日
是
校
合

水
戸
貞
順
日
諦
同

小
菅
可
了
日
住
同

峯
妙
光
寺
琢
竹
日
義
同

中
山
の
御
書
泉
州
堺
妙
国
寺
〈
隠
居
日
虐
尊
前
〉
御
輪
番
の
節
御
校
合
の
本
を
以
再
校
合
尤
版
当
檀
林
江
所
化
版
米
料
金
五
百

両
寄
付
の
節
中
山
御
書
六
十
余
通
板
料
金
百
両
御
奉
納
な
り

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
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こ
の
「
要
言
本
」
に
つ
い
て
、
近
世
後
期
に
御
書
の
文
献
学
的
・
書
誌
学
的
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
学
僧
の
一
人
で
あ
る
勇
猛

（
妬
）

院
日
覺
（
一
七
五
八
～
一
八
二
四
）
も
そ
の
著
書
『
祖
書
編
輯
考
』
に
お
い
て
「
又
要
言
ナ
ル
者
。
依
与
乾
遠
改
正
ノ
五
部
一
一
一
梓
行
ス
焉
・
」
と

記
し
、
「
要
言
本
」
の
底
本
は
乾
遠
両
師
改
正
の
五
大
部
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
幕
末
・
明
治
期
に
祖
師
伝
・
御
書
刊
行
に

尽
力
し
活
躍
し
た
在
家
信
奉
者
、
小
川
泰
堂
（
一
八
一
四
～
一
八
七
八
）
は
『
高
祖
遺
文
録
』
「
新
刻
高
祖
遺
文
引
」
に
「
又
要
言
ト
イ

（
肥
）

エ
ル
モ
ノ
ァ
リ
、
乾
遠
二
師
ノ
校
本
二
論
三
紗
等
ヲ
刊
刻
ス
」
と
記
し
へ
「
要
言
本
」
が
日
乾
・
日
遠
の
二
師
の
校
本
を
底
本
と
し
著
し

（
Ⅳ
）

（
肥
）

た
と
し
て
い
る
。
浅
井
要
麟
氏
は
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
別
巻
や
、
そ
の
著
書
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
に
お
い
て
「
奥

州
勿
来
の
隠
士
深
見
要
言
居
士
は
、
文
化
五
年
五
月
、
か
の
乾
・
遠
両
師
の
校
本
に
依
っ
て
、
一
論
四
紗
等
の
十
四
巻
を
翻
刻
し
て
世
に

行
っ
た
。
こ
れ
を
要
言
本
と
い
ふ
。
」
と
し
、
高
木
豊
氏
は
「
『
開
目
抄
』
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
抄
』
の
分
巻
を
め
ぐ
っ
て
１
日
蓮
遺
文
の
書

（
岨
）

誌
に
関
す
る
試
論
の
一
つ
ｌ
」
の
中
で
要
言
本
の
底
本
に
つ
い
て
、
前
出
の
『
観
心
本
尊
抄
』
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
「
御
書
開
板
の
興

（
卯
）

（
別
）

起
」
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
身
延
御
書
大
野
本
遠
寺
御
書
」
よ
り
慶
長
本
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
「
要
言
本
」
に
は
乾
遠

両
師
の
祓
文
の
他
に
『
開
目
抄
』
、
『
撰
時
抄
』
、
『
報
恩
抄
』
の
奥
書
に
「
日
相
本
」
の
践
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
よ
り
真
筆
・

「
慶
長
本
」
・
「
日
相
本
」
に
次
ぐ
第
四
転
本
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
「
要
言
本
」
に
は
先
述
し
た
通
り
「
日
相
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
に
付
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
尾
州
黒
田
村
法
蓮
寺
御
書
見
合

の
本
」
に
は
、
「
日
相
本
」
の
書
写
経
緯
と
共
に
黒
田
法
蓮
寺
に
は
日
相
が
書
写
し
た
御
書
の
写
本
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
写
本

を
要
言
が
写
し
、
校
合
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
五
大
部
の
賊
文
を
各
本
毎
に
収
載
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

身
延
御
書
大
野
本
遠
寺
御
書

五
大
部
守
護
国
家
論
日
妙
聖
人
四
条
金
吾
殿
地
引
書
身
延
山
秘
蔵
の
高
祖
大
菩
薩
の
御
真
筆
を
以
慶
長
十
一
年
よ
り
同
十
九
年

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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文
化
五
〈
戊

し
か
し
な
が
ら
「
要

刻
廣
安
国
論
序

夫
蒼
海
大
故
能
産
珊
瑚
真
珠
。
罠
岡
高
故
能
生
玻
璃
玻
汗
。
川
広
則
多
魚
鼈
。
国
大
則
必
有
賢
者
。
凡
天
地
之
間
。
万
物
皆
元
漏
於

是
理
者
也
。
故
経
伝
広
貴
於
略
。
具
勝
於
閾
久
美
。
況
我
釈
道
以
八
十
億
値
河
沙
乃
至
元
数
億
偶
。
広
其
本
者
哉
。
弦
我
祖
日
蓮
大

菩
薩
所
著
安
国
論
有
安
国
論
有
広
略
二
本
。
蓋
其
略
者
草
而
当
時
未
暇
於
写
正
者
。
其
広
者
正
而
脱
其
稿
者
。
故
大
士
方
将
化
之
時
。

手
書
以
贈
高
弟
日
朗
。
則
其
殊
勝
而
元
不
具
者
可
知
芙
。
而
至
今
世
所
流
布
者
。
皆
其
略
文
。
而
其
広
者
未
出
世
。
弦
幸
哉
吾
山
蔵

其
広
而
附
贈
日
朗
書
者
一
本
。
法
嗣
世
伝
謂
之
広
安
国
論
深
見
要
言
居
士
殆
仏
使
之
信
士
。
嘗
発
大
誓
願
。
欲
悉
改
正
祖
師
遺
書
有

写
誤
者
彫
刻
之
。
以
更
伝
干
世
求
其
正
而
且
広
者
久
。
遂
聞
我
山
有
蔵
斯
本
。
来
薪
就
写
則
余
以
其
一
山
之
珍
蔵
而
辞
焉
。
居
士
日

斯
書
難
君
山
之
重
宝
。
今
秘
而
不
与
我
。
則
是
績
度
此
山
住
一
人
耳
。
若
与
我
。
則
其
所
度
元
量
広
大
美
。
君
今
欲
光
耀
一
山
之
威

ま
て
に
乾
遠
両
尊
前
御
開
板
有
之
予
延
山
日
全
尊
前
の
命
を
蒙
り
延
山
御
本
堂
須
弥
檀
の
下
よ
り
右
板
木
を
見
出
し
十
日
程
の
間
に

自
ら
摺
立
候
所
彫
刻
実
相
房
日
誉
日
源
日
顎
と
有
之
然
処
二
百
年
に
も
相
成
候
事
故
守
護
国
家
論
は
所
々
に
小
文
字
残
り
虫
喰
損
し

五
大
部
は
ハ
文
字
所
二
欠
け
損
し
分
り
な
り
兼
候
所
も
有
之
大
野
山
本
遠
寺
に
乾
遠
両
尊
前
の
御
開
板
の
瑚
初
て
御
摺
立
乃
日
遠
尊

前
御
所
持
の
本
有
之
所
く
御
直
し
有
之
右
の
本
を
以
延
山
に
て
摺
立
候
本
江
文
字
書
入
こ
れ
を
以
御
書
令
開
板
者
也
外
に
身
延
の
分

の
御
書
不
残
日
遠
尊
前
御
直
筆
御
校
合
本
当
貫
主
日
這
尊
前
よ
り
御
免
を
蒙
り
写
取
御
正
本
と
文
字
相
違
の
分
ハ
字
の
脇
へ
○
か
く

の
ご
と
く
星
を
付
る
文
字
多
き
所
ヘ
ハ
多
き
文
字
を
取
同
じ
く
○
如
是

奥
州
名
古
曾
関
隠
士

文
化
五
〈
戊
辰
〉
年
四
月
開
板
主
深
見
要
言
花
押

か
し
な
が
ら
「
要
言
本
」
の
『
立
正
安
国
論
』
は
、
そ
の
「
序
」
で
あ
る
「
刻
廣
安
国
論
序
」
に
よ
る
と
、

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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徳
而
遺
天
下
後
世
。
豈
慈
家
之
志
哉
。
於
是
余
關
蔵
鋪
出
宝
書
貸
与
之
数
十
日
。
而
今
其
功
則
成
。
誕
鑛
之
梨
桜
。
将
以
布
子
世
焉
。

居
士
来
乞
序
於
余
。
余
釈
門
之
域
僕
縄
林
之
樗
材
。
素
暗
子
文
辞
。
則
雌
不
堪
噺
噸
。
然
深
嘉
居
士
之
成
功
。
若
其
広
大
而
旦
速
突
。

於
是
乎
序
。
経
日
。
救
一
切
衆
生
之
心
居
士
其
存
斯
心
者
也
。

寛
政
十
二
年
庚
申
四
月
八
日

大
光
山
本
圀
寺
大
僧
都
法
印
日
脱

（
印
「
大
光
山
主
」
）
（
印
「
本
化
正
統
勅
伝
日
脱
印
」
）

京
都
本
圀
寺
蔵
、
広
本
『
立
正
安
国
論
』
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
そ
の
刊
記
に
は
、

大
僧
都
法
印
日
脱
印
印

以
御
正
本
校
行
之

（
躯
）

授
与
御
書
開
板
之
主
深
見
要
言
者
也

と
付
さ
れ
、
大
光
山
本
圀
寺
日
脱
が
本
圀
寺
蔵
広
本
『
立
正
安
国
論
』
を
以
て
校
合
し
、
そ
の
校
訂
本
を
要
言
に
差
し
出
し
た
こ
と
が
記

（
邪
）

さ
れ
て
お
り
、
第
一
巻
『
立
正
安
国
論
』
だ
け
が
他
四
本
と
底
本
が
異
な
る
事
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
種
を
基
本
史
料
と
し
て
冠
賢
一
氏
は
「
慶
長
版
本
『
御
書
五
大
部
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
に
て
「
慶
長
本
」
の
書
誌
学
的
考

察
を
、
そ
の
慶
長
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
「
日
相
本
」
・
「
要
言
本
」
を
手
掛
り
に
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
誌
学
的
考
察
よ
り

慶
長
本
の
真
筆
と
の
相
違
は
「
撰
時
抄
」
一
四
○
、
「
本
尊
抄
」
四
七
、
「
立
正
安
国
論
」
三
七
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
中
世
諸

洛
陽

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

大
光
山
本
圀
寺
什
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現
在
に
「
慶
長
本
」
の
外
観
を
伝
え
る
「
要
言
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
は
全
四
十
丁
か
ら
な
り
、
序
と
し
て
寛
政
十
二
年
四
月
に
京
都

本
法
寺
日
道
が
記
し
た
「
再
刻
本
化
高
祖
御
書
序
」
が
三
丁
、
「
宗
祖
佐
渡
始
顕
本
尊
刷
物
」
が
半
丁
、
そ
し
て
本
文
が
三
十
丁
、
そ
の

後
に
「
御
書
開
板
の
興
起
」
が
五
丁
付
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
は
「
文
化
五
戊
辰
年
四
月
奥
州
名
古
曽
関
隠
士
開
板
主
深
見
要
言
花

と
指
摘
し
、
「
慶
長
本
」
に
お
け
る
文
章
表
記
の
正
確
性
を
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
「
慶
長
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
に
つ
い
て
管
見
で
は
あ
る
が
「
慶
長
本
」
の
継
承
と
伝
来
、
ま
た
そ
の
本
文
に
つ
い
て
書

誌
学
的
考
察
を
加
え
、
こ
の
「
慶
長
本
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
解
題
を
明
確
化
し
た
い
。

写
本
と
比
べ
て
は
る
か
に
真
筆
に
近
く
、
こ
の
慶
長
本
に
勝
る
写
本
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
別
写
本
で
最
古
の
日
法
本
「
撰
時
抄
」

（
二
三
一
年
写
）
の
相
違
は
一
四
四
、
録
内
御
書
で
最
古
の
平
賀
本
「
撰
時
抄
」
（
一
四
四
三
年
）
の
相
違
は
三
一
六
箇
所
、
そ

し
て
他
の
九
点
の
録
内
御
書
収
録
の
「
撰
時
抄
」
も
、
一
九
一
～
二
六
二
の
相
違
箇
所
を
数
え
る
。
ま
た
、
「
本
尊
抄
」
も
同
様
で
、

録
内
御
書
の
本
法
寺
本
（
一
六
○
八
年
以
前
書
写
）
こ
そ
、
そ
の
奥
書
に
「
写
本
云
私
云
以
御
自
筆
直
写
本
校
合
之
者
也
」
と
あ
る

よ
う
に
、
真
筆
直
写
本
を
も
っ
て
校
合
し
た
写
本
を
底
本
と
し
た
た
め
、
そ
の
誤
ま
り
は
四
四
箇
所
と
、
四
七
箇
所
の
慶
長
本
に
勝

る
。
し
か
し
、
他
の
録
内
写
本
は
平
賀
本
の
七
○
箇
所
か
ら
、
最
多
の
立
正
寺
本
の
三
二
四
箇
所
ま
で
あ
り
、
慶
長
本
に
比
べ
て
、

そ
の
内
容
は
は
る
か
に
真
筆
か
ら
遠
ざ
か
る
。
（
中
略
）

こ
こ
で
考
察
し
た
最
初
の
版
本
遺
文
で
あ
る
慶
長
本
の
内
容
は
、
現
存
す
る
真
筆
と
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
諸
写
本
に
勝
る

（
型
）

も
の
で
あ
っ
た
。

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

五
、
新
発
見
に
よ
る
新
た
な
問
題
点
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押
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
要
言
本
」
に
は
『
観
心
本
尊
抄
送
状
』
も
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
文
末
に
は

凡
字
数
一
百
六
十
字
外
之
十
一
字

寂
照
院
日
乾

心
性
院
日
遠

慶
長
十
一
年
丙
午
四
月
二
十
八
日

命
工
彫
之

と
あ
る
が
「
慶
長
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
本
文
巻
末
に
は
、

心
本
尊
抄
』
本
文
末
に
は
、

以
正
中
山
御
正
筆
第
一
稿
之
本
謹
嶌
之

一
如
院
日
重
在
判

中
山
輪
番
之
節
謹
校
合
之
日
道
在
判

日
戻
在
判

と
あ
る
。
今
回
「
慶
長
本
」
『
観
心
本
尊
抄
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
要
言
本
」
と
の
相
違
を
確
認
で
き
た
。
「
要
言
本
」
の
『
観

以
正
中
山
御
正
筆
第
一
稿
之
本
謹
嶌
之

寂
照
院
日
乾

以
正
中
山
御
正
筆
之
本
謹
篤
之

凡
字
數
八
千
六
百
六
十
九
字

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

○
百
五
十
二
字
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と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
二
点
の
相
違
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
「
要
言
本
」
に
お
い
て
は
中
山
の
正
筆
を
書
写
し
た
こ
と
を
日
乾
・
日

遠
の
両
名
が
記
し
て
い
る
が
、
「
慶
長
本
」
で
は
「
寂
照
院
日
乾
」
の
名
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
慶
長
本
」
の
本
末
文
波
線
部

の
表
記
は
「
要
言
本
」
の
『
観
心
本
尊
抄
送
状
』
の
そ
れ
と
同
一
文
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
「
慶
長
本
」
は
「
寂
照
院
日
乾
」
、

「
要
言
本
」
は
．
如
院
日
重
」
で
あ
る
。
こ
の
本
文
末
に
付
さ
れ
る
一
文
の
相
違
は
い
か
な
る
理
由
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
高
木
豊
氏

は
「
『
開
目
抄
』
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
抄
』
の
分
巻
を
め
ぐ
っ
て
１
日
蓮
遺
文
の
書
誌
に
関
す
る
試
論
の
一
つ
Ｉ
」
に
て
冠
氏
と
同
様
に

「
要
言
本
」
を
使
用
し
、
「
慶
長
本
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
「
要
言
本
」
『
開
目
抄
』
に
見
る
こ
と
が
で
き

Ｉ

る
乾
遠
両
師
が
「
慶
長
本
」
付
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
践
文
の
「
再
刻
」
が
何
を
示
す
も
の
な
の
か
、
そ
の
文
字
通
り
受
け
取
る
な

（
妬
）

ら
ば
遺
文
最
古
の
刊
本
を
「
慶
長
本
」
と
す
る
見
解
は
く
ず
れ
て
同
本
以
前
に
も
う
一
本
が
予
想
さ
れ
よ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

我
祖
師
大
士
日
釈
尊
之
意
元
壼
於
法
華
経
而
日
蓮
之
意
亦
壼
於
二
三
抄
書
焉
然
則
所
以
奉
我
祖
師
者
元
善
於
校
訂
其
遺
文
使
汎
伝
干

世
芙
而
予
視
世
所
流
布
御
書
謬
写
頗
多
或
至
有
脱
数
行
恐
使
後
世
元
睾
人
謬
占
祖
師
妄
負
誹
誇
罪
芙
是
以
欲
校
合
之
其
本
書
以
再
刻

者
有
年
芙
於
弦
余
辱
得
入
主
子
身
延
山
嗣
其
法
灯
得
縦
閲
祖
師
之
親
書
不
堪
歓
喜
之
至
乃
与
我
師
日
重
共
親
写
了
其
五
大
部
及
其
他

所
蔵
子
山
中
者
数
十
巻
命
日
誉
日
源
日
顎
等
彫
刻
之
蔵
干
院
欲
以
広
流
布
干
天
下
信
仰
祖
師
之
本
意
芙
而
其
他
彫
刻
未
成
者
亦
悉
蔵

干
院
以
竣
後
生
之
弟
子
及
檀
那
力
以
継
予
之
志
云
而

寂
照
院
日
乾
印
印

慶
長
十
四
年
〈
太
歳
己
酉
〉
初
夏

心
性
院
日
遠
印
印

Ｉ
題
再
刻
御
書
五
大
部
後

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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こ
の
高
木
氏
が
指
摘
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
「
題
再
刻
御
書
五
大
部
後
」
は
「
要
言
本
」
の
本
文
末
に
記
さ
れ
る
の
と
同
様
に
日
乾
・

日
遠
両
名
の
名
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
あ
く
ま
で
推
測
で
は
あ
る
が
高
木
氏
が
指
摘
す
る
「
同
本
以
前
に
も
う
一
本
」
と
は
「
要
言
本
」
の
底
本
と
な
っ
た
「
慶
長

本
」
と
は
別
種
の
「
慶
長
本
」
で
は
な
い
か
と
思
考
さ
れ
、
「
慶
長
本
」
は
二
種
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
に
校
訂
・
編
纂
さ
れ
世
に
流
布
し
た
「
慶
長
本
」
（
仮
に
「
慶
長
本
Ａ
」
と
す
る
）
は
そ
の
文
章
表
記
に
未
だ

誤
謬
多
く
、
そ
れ
で
は
「
歓
喜
に
堪
え
ず
」
と
、
新
た
に
日
重
は
日
乾
・
日
遠
に
さ
ら
な
る
校
訂
を
命
じ
、
刊
行
と
な
っ
た
の
が
「
要
言

本
」
の
底
本
と
な
っ
た
「
慶
長
本
」
（
仮
に
「
慶
長
本
Ｂ
」
と
す
る
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
「
題
再
刻
御
書
五

大
部
後
」
の
「
再
刻
」
に
つ
い
て
の
理
解
が
得
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
重
ね
て
記
す
が
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
為
、
今
後
の
さ
ら

な
る
「
慶
長
本
」
の
発
見
が
待
た
れ
る
。

現
在
、
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
は
「
真
蹟
遺
文
研
究
」
と
「
写
本
・
刊
本
遺
文
に
よ
る
継
承
と
伝
来
の
研
究
」
を
分
け
考
察
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
真
蹟
遺
文
研
究
」
に
お
い
て
先
学
ら
の
大
い
な
る
功
績
に
よ
り
研
究
が
し
つ
く
さ
れ
た
よ
う
に
思
考
さ
れ
て
き
た
為

で
あ
り
、
ま
た
「
真
蹟
遺
文
研
究
」
と
「
写
本
・
刊
本
遺
文
の
継
承
と
伝
来
の
研
究
」
に
お
け
る
先
学
研
究
の
踏
襲
が
未
だ
不
十
分
な
さ

れ
て
い
な
い
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
昨
今
の
「
真
蹟
遺
文
研
究
の
新
局
面
」
と
も
い
う
べ
き
論
文
に
み
ら
れ
る
真
蹟
遺
文
遺
文
の
用
字
・

用
語
な
ど
に
つ
い
て
の
新
た
な
研
究
は
「
研
究
の
深
化
」
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
さ
ら
な
る
研
究
研
鎖
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

考
さ
れ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
中
で
幻
と
さ
れ
て
い
た
「
慶
長
本
」
の
発
見
は
ま
さ
に
遺
文
研
究
の
新
局
面
と
い
え
よ
う
。
管
見
な
が
ら

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

六
、
お
わ
り
に
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「
慶
長
本
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
が
未
だ
精
密
な
ら
ざ
る
点
が
存
在
す
る
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
種
々
の
遺
文
と
更
な
る
校
合

を
な
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
視
点
・
問
題
点
を
持
つ
に
至
る
と
思
考
さ
れ
る
。

注
（
１
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
」
一
巻
、
五
一
七
頁

（
２
）
冠
賢
一
著
「
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
二
四
九
～
三
四
八
頁

（
３
）
浅
井
要
麟
著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
六
五
～
六
六
頁

（
４
）
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
八
巻
一
四
頁

（
５
）
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
別
巻
四
二
四
頁

（
６
）
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
」
九
九
頁
ｄ
～
一
○
○
頁
ｂ

（
７
）
冠
賢
一
稿
「
慶
長
版
本
「
御
書
五
大
部
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
、
一
頁
）

（
８
）
宮
崎
英
修
稿
「
日
蓮
教
団
史
の
諸
問
題
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
○
号
、
四
頁
）

（
９
）
拙
稿
「
新
発
見
「
慶
長
本
」
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
立
正
大
学
仏
教
学
会
編
『
大
崎
学
報
』
一
六
七
号
）
参
照

（
岨
）
梅
本
正
雄
編
『
乾
師
対
校
本
開
目
抄
」
九
二
頁

（
ｕ
）
梅
本
正
雄
編
『
乾
師
対
校
本
開
目
抄
』
一
七
二
頁

（
岨
）
こ
の
題
窒
に
は
「
慶
長
十
一
年
四
月
百
部
摺
／
観
心
本
尊
紗
完
／
身
延
山
廿
一
代
寂
照
乾
師
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
後
世
に
付
さ
れ
た
で
あ
る

（
ｕ
）
こ
の
両
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
冠
賢
一
氏
は
「
慶
長
版
本
「
御
書
五
大
部
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
学
研
究

所
紀
要
』
第
二
二
号
、
一
～
二
○
頁
）
に
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
両
セ
ッ
ト
を
基
本
資
料
と
し
「
慶
長
本
」
に
つ
い
て
論
究

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
深
見
要
言
が
刊
行
し
た
『
御
書
五
大
部
」
に
つ
い
て
は
筆
者
が
拙
稿
「
深
見
要
言
開
版
御
耆
五
大
部
に
関
す
る
一
考
察
」

（
田
）

参
照
）

こ
の
題
窒
に
は
墨

う
と
推
察
さ
れ
る
。

深
見
要
言
の
『
御
幸

日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）

『
御
書
五
大
部
』
は
文
化
五
年
開
版
と
伝
わ
る
。
（
深
見
要
言
開
版
「
御
書
五
大
部
観
心
本
尊
抄
』
「
身
延
御
書
大
野
本
遠
寺
御
耆
」
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（
妬
）
高
木
豊
著
『
中
世
日
蓮
教
団
史
孜
」
三
一
二
頁

※
本
論
文
は
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成
二
三
年
度
第
一
回
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
例
会
」
に
お
け
る
発
表
を
加
筆
訂
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
立
正
大
学
仏
教
学
会
編
「
大
崎
学
報
」
第
一
六
三
号
）
参
照
の
こ
と

（
咽
）
勇
猛
院
日
覺
著
『
祖
書
編
輯
考
』
六
丁
ヲ
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
）

（
略
）
小
川
泰
堂
編
『
高
祖
遺
文
録
』
「
新
刻
高
祖
遺
文
引
」
参
照
（
論
者
蔵
）

（
Ⅳ
）
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
」
別
巻
四
二
八
頁
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
九
年
八
月
第
十
七
刷
）

（
肥
）
浅
井
要
麟
著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
六
九
頁
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
三
月
第
四
刷
）

（
岨
）
高
木
豊
著
『
中
世
日
蓮
教
団
史
孜
」
三
一
九
～
三
二
○
頁

（
別
）
『
御
書
五
大
部
』
第
十
四
巻
『
観
心
本
尊
抄
』
三
九
丁
ウ
ー
四
十
丁
ウ

（
別
）
『
御
書
五
大
部
』
第
十
四
巻
『
観
心
本
尊
抄
』
四
二
丁
ウ
ー
四
三
丁
ウ

（
躯
）
深
見
要
言
編
『
御
書
五
大
部
』
第
一
巻
『
立
正
安
国
論
」
刊
記

（
鮒
）
「
要
言
本
」
の
『
立
正
安
国
論
』
の
底
本
に
つ
い
て
の
詳
細
は
拙
稿
「
深
見
要
言
開
版
『
御
書
五
大
部
』
編
慕
に
つ
い
て
ｌ
特
に
『
立
正
安
国
論
」

校
訂
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
小
松
邦
彰
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
日
蓮
教
学
の
源
流
と
展
開
』
三
八
一
～
四
一
二
頁
）
に
て
論
究
し
た
。

（
別
）
冠
賢
一
稿
「
慶
長
版
本
『
御
書
五
大
部
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
、
八
～

一
六
頁
） 日

蓮
聖
人
遺
文
の
継
承
に
関
す
る
一
考
察
（
木
村
）
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